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手のなる方へ～導きの音～
栃木県・佐野市立田沼東中学校・三年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いしざか),石坂)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いおり),彩音里)
　手を叩く音は導きの音になるという。目の見えない選手の為に、手を叩き正しい道を示しながら一緒にゴールを目指す競技があると教えてもらった。それは、とても素敵な事のように思えた。
　ある日、弟と喧嘩をした。きっかけは忘れてしまうくらい些細な事だった。
「お姉ちゃんの意地悪。」
「意地悪じゃないよ、前にお姉ちゃんがお願いした時やってくれなかったでしょ。」
そんな内容の喧嘩だ。私はその時、弟に何かを頼まれたのだろう。しかし以前、自分がお願いをした時にはやって貰えなかった事からそれを断ったのだ。人は、優しくされたらそれを返したいと思うが、意地悪をされたらやり返したくなるものだ。大体は母に、
「どちらかが先にやってあげなきゃ、永遠に終わらないでしょ。」
と一喝されて喧嘩が終わり、渋々だがお互いのお願い事を聞き始めるのが常だ。そう、大切なのは『どちらかが先に』という部分にあり、私はふと、このやり取りは、更生への道にも繋がるのではないかと思った。
　私には、いじめをしてしまった経験がある。そんなつもりは無かったけれど、からかわれた相手にとってはいじめとなってしまった経験だ。その話をした時、母に
「友達をいじめて何が楽しいの？」
と聞かれた。私は何が楽しかったのだろうか。その時は、何も楽しくないと答えた。だが、本当は楽しかったのではないだろうか。友達とふざけている時間や相手をからかったりした時に周りが笑ってくれる事が。罪悪感よりひと時の楽しく思えた雰囲気が勝ってしまったのだろう。その経験から、いじめが楽しいのではなく、友達と共有できた時間が、仲間になったみたいで嬉しかったのだと気付き、集団で暴力を振るったり、犯罪に手を出したりする人達もそんな気持ちがあるのではないかと思えた。
　犯罪のきっかけは誰にもわからない。私だっていじめをしようと思ってやったわけではなかったからだ。だから、初めから罪を犯そうと思ってやっているわけではなく、何か原因があったのではないかと考えることができた。
　私は、罪を犯してしまったと自分で認められた人は、更生する事ができると思っている。私がしてしまった『いじめ』は、悪い事だと反省し、謝る事ができた。それに対し、友達が『いいよ』と言ってくれた事で私は許されたのだ。これがもし、許されずやり返されたらどうだろうか。相手からすればやられたからやり返しただけに過ぎないが、私からしたら、謝ったのに許して貰えなかったと嫌な気持ちになり、そこから『ムカつく』とか『気に入らない』という気持ちになれば、今度は悪意をもったいじめへと繋がってしまうかもしれない。それこそ、『どちらかが先に』なのである。私の出来事では、相手が『先に』許す心をもってくれた事で、私も感謝の気持ちを持つ事ができ、もう絶対にやらないと強く思う事ができたのだ。
　この事を通して、犯罪からの立ち直りに必要なものは二つだと思った。一つは、自分の罪を認める事。人は悪いと思って初めて反省する事ができるからだ。もう一つは、私達が反省を認め受け入れる事だ。一度罪を犯した人達に対し、他人が向ける目はとても冷たい。更生は、罪を認め反省したからこそできる事なのにどうしても『犯罪者』という目を向け、どこか自分達とは違うと線を引く。許す、許さない、ではなく受け入れようとさえしないのだ。自分が歩み寄っても、拒否され続ければ孤独になり、生きていく事が不安になる。人に必要とされなければ、頑張る意味もなくなり、寂しさから仲間を求める様になってしまう。そんな時、導きの音が聞こえたら、それが再犯に繋がる道だと分かっていてもその音に導かれていってしまうだろう。
　悪い事だと分かっていても、仲間が喜んでくれたり、認めてくれたりする世界はとても輝いて見えてしまうのだ。それこそ『何が楽しいの』と聞かれた時の私の様に、罪を犯したいわけではなく、ただ受け入れられたいだけなのだ。だから、再犯はするのではなく、させてしまうという表現の方が合っている気がした。
　罪を犯したから受け入れない。受け入れてもらえないからまたやってやろうというやり取りは負の連鎖になると思った。でも、私達が先に手を差し伸べた瞬間、次は自分が返そうと思ってくれるかもしれないし、同じように更生を望む人達の道標になれるかもしれない。拒否は反発を生み、受け入れる事は反省を促す。だから私は、これから復帰を目指す人や、今思いつめている人達が、道に迷わず、明るい社会へと戻れるように手を叩き、導きの音を鳴らし続けていきたい。
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